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５
月

16

日
、
５
月

の
最
適
な
天
気
に
恵
ま

れ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

て
も
汗
ば
む
こ
と
も
な

い
一
日
で
し
た
。 

全
員
定
刻
に

JR

摂

津
富
田
駅
改
札
口
に
集

合
し
、
地
元
の
会
員
２

名
の
方
の
案
内
で
、
４

月
に
新
し
く
開
設
さ
れ

た

JR

富
田
駅
北
側
の

バ
ス
停
①
番
で
南
平
台

経
由
奈
佐
原
方
面
行
バ

ス
に
乗
車
す
る
よ
う
ガ

イ
ド
し
て
く
れ
ま
し
た
。

巡
礼
橋
バ
ス
停
で
下
車

し
ま
し
た
。 

高
槻
市
の
令
和
４
年

度
作
成
「
富
田
地
区
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
」

を
実
施
し
て
行
く
に
は
、

JR

摂
津
富
田
駅
及
び

阪
急
富
田
駅
の
両
駅
前

整
備
は
、
必
要
条
件
に

な
り
ま
す
。 

巡
礼
橋 

    

高
槻
市
の
西
国
街
道

沿
い
の
巡
礼
橋
は
、
西

国
街
道
か
ら
富
田
に
行

く
昔
の
女
瀬
川
（
氷
室

川
）
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
巡
礼
者
は
、
こ
の

橋
を
渡
っ
て
富
田
経
由

で
西
国
第
二
十
二
番
札

所
の
総
持
寺
に
行
っ
た

よ
う
で
す
。 

     
富
田
に
も
多
く
の
参

拝
で
き
る
場
所
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
巡
礼

橋
は
、
に
ぎ
わ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。 

巡
礼
橋
は
、
交
通
の

要
所
で
あ
っ
た
こ
と
は

今
も
変
わ
ら
ず
大
型
車

も
非
常
に
多
く
通
り
ま

す
が
歩
道
の
整
備
が
出

来
て
い
な
い
の
で
非
常

に
危
険
な
道
路
で
す
。 

次
は
、
巡
礼
橋
か
ら

も
見
え
ま
す
が
、
宮
田

の
春
日
神
社
の
参
拝
に

行
き
ま
し
た
。 

春
日
神
社(

宮
田
町
） 

春
日
神
社
は
、
武
甕

槌
命
、
経
津
主
命
、
天

児
屋
根
命
を
祀
ら
れ
て

由
緒
は
、
判
ら
な
い
け

れ
ど
も
棟
木
に
「
仁
和

元
年(8

8
7

年)

９
月
４

日
奉
勤
請
」
と
記
載
が

あ
り
、
同
年
の
勧
請
ら

し
い
。 

明
治
５
年
村
社
に
列

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

境
内
は
、
７
百
坪
以

上
あ
り
静
か
で
、
高
槻

の
古
木
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ヒ
ノ
キ
の
大
木
が

茂
っ
て
い
ま
す
。
本

殿
・
拝
殿
な
ど
が
在
り

ま
す
。
氏
地
は
、
本
社

一
圓
で
す
。 

社
殿
に
は
３
百
年
ほ

ど
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

宮
田
水
利
組
合
管
理
の

西
池
の
売
却
で
昭
和

55

年
に
寄
付
に
頼
ら

ず
氏
子
一
同
で
再
建
し

た
そ
う
で
す
。 

     

そ
の
再
建
は
日
本
最

古
の
会
社
で
あ
る
宮
大

工
の
「
金
剛
組
」
が
設

計
施
工
と
の
こ
と
。 

こ
の
周
辺
は
ま
た
鎌

倉
時
代
の
農
村
集
落
跡

の
宮
田
遺
跡
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
阿
武
山
古
墳

に
も
近
く
藤
原
氏
の
祖

中
臣
鎌
足
に
関
係
が
あ

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

宮
田
遺
跡 

      

宮
田
遺
跡
は
、
鎌
倉

時
代
（

12

～

13

世

紀
）
の
農
村
の
具
体
的

な
姿
が
は
じ
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
集
落
跡
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

女
瀬
川
の
自
然
堤
防

上
に
旧
流
路
に
沿
っ
て
、

平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌

倉
時
代
に
営
ま
れ
た
農

村
で
、
春
日
神
社
の
東

側
に
条
理
に
沿
っ
た
屋

敷
地
が
み
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
溝
と
垣
根
で
囲

ま
れ
た
約

20

メ
ー
ト

ル
四
方
の
屋
敷
地
が
東

西
に
い
く
つ
も
並
び
、

そ
の
南
側
は
水
田
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
屋
敷

地
に
は
主
屋
な
ど
数
棟

の
建
物
と
井
戸
が
中
庭

を
囲
む
よ
う
に
配
置
さ

れ
、
一
族
の
安
定
と
繁

栄
を
願
っ
て
敷
地
の
東

北
に
守
り
神
と
し
て
屋

敷
墓
を
そ
な
え
た
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。 

当
時
の
暮
ら
し
を
し

の
ば
せ
る
容
器
や
下
駄

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
木

製
品
の
ほ
か
、
瓦
器
椀

な
ど
の
日
用
雑
器
や
中

国
製
陶
磁
器
・
日
本
製

陶
器
類
な
ど
が
多
数
出

土
し
、
中
世
社
会
の
商

品
流
通
を
知
る
う
え
で

も
、
重
要
な
遺
跡
で
す
。 

東
西
に
い
く
く
ち
か

並
ん
で
、
ひ
と
つ
の
村

を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

中
世
の
農
村
の
な
り
た

ち
や
暮
ら
し
が
具
体
的

に
復
元
さ
れ
る
貴
重
な

集
落
遺
跡
で
す
。 

こ
の
宮
田
遺
跡
の
説

明
版
を
大
事
に
し
た
い
。 
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「
わ
が
ま
ち
紹
介
」 

活
動
報
告 

西国街道から巡礼

橋を渡るとバス停 

２０２４年６月「わがまち紹介」活動 

神社仏閣や地名から学ぶ歴史の“まち”：赤大路 

鴨神社・子安神社・総持寺参拝 

月  日：2024年 ６月１３日(木） 

施設見学：鴨神社(高槻)・子安神社・総持寺参拝 

集合場所：JR摂津富田駅改札 出口  

その他：詳細は別途配布資料を参照下さい。 

２０２４年７月「わがまち紹介」活動 

急変貌した「西河原地区」 

を散策しましょう！！ 

月  日：2024年 ７月１１日(木） 

施設見学：疣水神社・西河原神社・西河原公園他 

集合場所：JR総持寺駅改札 出口  

その他：詳細は別途配布資料を参照下さい。 

富田町 1 丁目山家道

の道標 

金鋼組再建の 

春日神社 

宮田遺跡の説明版 

 

中世の農村の 

貴重な遺跡です 

 

 


